






目的 

 われわれは,昭和 53 年度中部日本眼科学会において,未熟児網膜症光凝固療法後の長期

観察を 70 例 140 眼について報告し,2 度瘢痕を防止するためには,I 型網膜症の重症例に対

しては 3 期中期の光凝固治療では,問題のあることを示した。今回は,光凝固療法をおこな

った症例で,2度瘢痕に至った症例のうち7例をえらび,各例について具体的に検討を加え,

その反省をもとに,光凝固療法による治療成績のよりー層の向上を目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


